
３年内野手（主将） 目黒 尚英 

 好調を維持してきた主将の目黒が、5/29 

(水)に行われた、学校行事「ブロック対抗戦」 

中に、足首を捻挫して戦線を離脱する 

事態となった。何事にも全力投球の男 

であるが故のアクシデントであるが、選手権に向けて大切

な時期での離脱は、チームにとって衝撃である。今はとに

かく治療に専念し、早期の復帰が望まれるが・・・。 

 

 ７
月
の
試
合
予
定 

決心！勝負のサイドスロー転向 

３年投手 小和田 朝陽 

足高投手陣のリーダーが、 

自身の力を活かすために、 

右上手から右横手に転向 

した。これまでも、公式戦、 

市内大会とフル回転でチームを支えてきたが、伸

び悩みを抱えていたのも事実。大きな勇気ある決

断。しかし前向きな攻めた決断は賞賛に値する。実

際、大会での投手起用の大きなピースとなった。覚

悟の決まった男は強い。努力は裏切らない。自信を

もって挑んでほしい。 

 

衝撃！主将の離脱 ～足首捻挫～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

栃木県立足利高等学校 野球部報 

令和 6年７月 第３号 

 

第 1０6回全国高等学校野球選手権栃木大会 
 第１０６回全国高等学校野球選手権栃木大会が

7/12(金)いよいよ開幕します。新チーム発足から、

この大会のために日々鍛錬を重ねてきました。途

中、秋季大会延長１２回タイブレークサヨナラ負け

（ベスト１６）や、春季大会１８奪三振を喫する（２回

戦敗退）など、悔しい思いや、不甲斐ない思いをた

くさん経験してきましたが、それでも歯を食いしばっ

て頑張ってこられたのは、多くの方々の支えのおか

げである事は勿論のこと、野球というスポーツがや

はり最高に素晴らしいものであるからだと改めて実

感しています。これまで日々積み重ねてきた「基本

に忠実」なプレーを、最高の舞台で発揮します。足

高 PRIDEは、「基本に忠実に」「全力でプレーす

る」「ファイトを燃やす」こと。全員野球で、勝利をつ

かみ取ります。初戦は、７月１３日（土）のエイジェッ

クスタジアム（県営球場）第１試合で、対戦校は、 

那須清峰高校です。 

６日(土) VS 足利清風  H（PM） 

７日(日) VS さくら清修  H 

１２日(金) 全国高等学校野球選手権 

栃木大会 開幕 

１３日（土）１回戦 VS 那須清峰 

エイジェックスタジアム 第１試合 

７月のPick Ｕｐ! Player! 

文武両道は車輪の如し 、 大志を抱き三兎を追う 

～ Our Dreams Come True “ Since 1928 ” ～ 
足高ＰＲＩＤＥ！ 

２０２４ 

 
２年三塁手  須永 晴大 

6/12(水)伝統の足利工ナ

イター決戦において、主導権

を握るプッシュバントを成功! 

試合を決定づける本塁打！ 

３年捕手  石田 眞ノ介 

６/１(土)対佐野、6/16(日)

対新田暁において、試合を

決める本塁打を放つ！ 

 

 

 

 


